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「文字が読みやすくなります」。
2017年の 2月某日，ある地方新
聞の 1面にこんな三段抜きの見
出しが載った。実はイワタがこの
新聞社に対して数年越しに UD

フォントのセールスをかけていた
ところようやく購入が叶い，書体
が切り替わる前日にこのようなお
知らせとなったのだ。そして書体
が切り替わった数日後，恐る恐る
新聞社の担当者に電話する。する
と電話の向こうから「何の反応も
ありませんでしたよ」の声。「よ
かったー！」思わず胸をなで下ろ
す瞬間だ。
　文字というのは不思議なもので
悪いとクレームの嵐，逆に良いと
何の反応もないのだ。恐らく大半
の読者は書体が変わったことすら
気づいていないかもしれない。そ

れでいいのだ。書体づくりの苦労
話には枚挙に暇がないが，ここで
は文字の見やすさと読みやすさに
ついてお話ししようと思う。
　さてその前に読者諸氏は「UD

フォント」をご存じだろうか。
UDとはユニバーサルデザインの
略で，もともとは身の回りの色や
空間，構造物を万人に使いやすく
するための設計思想のことだ。
従って UDフォントとは誰にで
も見やすい文字を搭載したフォン
トということになる。もともとリ
モコンなど家電製品に使用してい
る文字が見えにくいというユーザ
の声をきっかけにパナソニックと
イワタが共同開発し，2006年に
世界ではじめて市販化したもの
だ。
　さてこの UDフォントを述べ

るにあたり，その特徴や度合いを
表す 4つの要素があるのでご紹
介する。
◇視認性
◇判読性
◇可読性
◇デザイン性

　一般的に文字に対しては冒頭の
ように「見やすい」とか「読みや
すい」などと評され混同されるこ
ともしばしばだ。だがイワタでは
見やすさのことを視認性，読みや
すさのことを可読性と言って区別
している。文字デザインの観点で
は実はまったく反対の性質なの
だ。
　視認性とは文字そのものの見や
すさであり，字面を大きくしたり
線幅やフトコロ（文字の内側の空
間）を工夫することによって改善
することができる（図 1）。判読
性は他の文字との見分けやすさで
あり，例えば濁点と半濁点，3と
8など間違えやすい文字のデザイ
ンやシルエットを強調することが
必要だ。可読性は文章にしたとき
の読みやすさで，長時間の読書の
ときにいかにストレスなく読める
かということである。可読性確保
のためには適度な字間が必要なた
めむやみに字面を大きくすること
ができず，ここに視認性と可読性
の両方を追い求めることの難しさ

図1　UDゴシック（上），通常ゴシック
（下）。同じ文字サイズだが見え方はまっ
たく異なる

図2　UDゴシック（右），教科書体（左）。
見やすい書体が読みやすいとは限らない
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がある（図 2）。デザイン性は美
しさだけでなく，使用される製品
への適応性でもある。見る者に
とって違和感を感じたり，購買意
欲を低下させるものであってはな
らない。
　さて UDフォントというのは
「見やすい」とか「読みやすい」
をセールスポイントにしているか
ら，当社比にしろ他社比にしろ，
見やすさあるいは読みやすさの性
能を上げることが必要命題とな
る。そしてその性能をどうやって
測定するかという課題に取り組む
ことになるのだ。まず 4つの要
素のうち，視認性と判読性を測定
するのは難しくない。暗くする，
文字を小さくする，ぼかすなど悪
条件下で視力検査をすればよい。
　しかし可読性に関しては昔から
研究されているものの，これと
いった測定方法が見つかっていな
い。可読性は読むスピードや理解
度，ストレスなどと相関があるこ
とが知られているが，これらを定
量的に測定するのは極めて困難
だ。仮に 2つの文章を読み比べ
たとしても，スピードは 2つ目
が有利であろうし，ストレスはそ
の時々の体調や環境に大きく左右
される。今のところ 2つを読み
比べて主観評価してもらうしかな
い。
　文字デザイナーは，被験者の意
見と自身の経験則を頼りに文字の
骨格，字面，線幅などを試行錯誤
しながら繰り返しデザインしてい
く。そして最も評価が高い書体を
（いわば多数決で）最も読みやす
い書体として採用するのだ。この
つかみどころのなさは，ある専門
家の証言にも表されている。

「文字活字は人工物の一種であり，
本来けっして読みやすいものでは
ありません。書物の読みやすさを
きめるのは，読者の書体にたいす
る馴れであり，読者はもっともよ
く読んできた書体を，もっとも読
みやすい書体だと判断します。」

（朗文堂・片塩二朗氏）

　つまり絶対に読みやすい書体は
なく，読み手によって読みやすい
書体は異なるというものだ。
　新聞用 UD明朝を評価したと
きのおもしろい体験がある。漢字
と仮名の大きさの違った複数のサ
ンプル書体からどれが読みやすい
かをアンケートしたときのこと
だ。これを東京，大阪，長野の 3ヵ
所で実施したところ，長野だけ仮
名が大きいサンプルが高評価を得
るという特異な結果となった。こ
れは長野で長年読まれていた新聞
の文字が大文字競争のあげく仮名
が異常なまでに大きくなり，読者
がいつしかそれに慣れてしまった
のだ。
　このように可読性というのは読
み手の習慣や視覚の慣れに大きく
関わっていることがわかる。現在
まで多くの専門家がさまざまな手
法や機械を用いて可読性を測定す
ることを試みているが未だ確立し
ていないのが実状だ。
　さてこれまで述べたようにUD

フォントには視認性や可読性など
考慮すべき要素がある。現在ある
さまざまな UDフォントはそれ
らの要素のバランスを見直したも
のだ。視認性と判読性に重点を置
いた「UDゴシック」，若者や女
性向けに柔らかさを持たせるため
デザイン性に配慮した「UD丸ゴ
シック」，高級品のパンフレット

や高齢者向けの会報に使いたいと
いう声を元に可読性の比重を高め
た「UD明朝」，新聞記事を読む
のに見やすさと読みやすさを兼ね
備え新聞用に扁平デザインされた
「UD新聞明朝」。またこれらの
UDフォントをベースにした個々
の製品のためのカスタマイズの注
文も引っ切りなしだ。UDフォン
トのデザインは一律ではない。可
能性は無限なのだ。
　UDフォント登場後，しばらく
はものづくりの世界で重宝されて
きた。しかしいまや活躍の場は広
がるばかりだ。その背景には，今
まで「文字は読めれば十分」と言っ
ていた人たちが高齢化が進む我が
国において UDフォントに価値
と需要があることに気づき始めた
のだ。UDフォントが誕生して
10年経った現在，文字を見る目
はますます厳しくなっている。こ
のような状況のもと「見やすい文
字」は明らかに「使えるツール」
として重要性を増している。UD

フォント開発の道のりは始まった
ばかりなのである。 （つづく）
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